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(57)【要約】
【課題】表示画面に発生するクロストークを表示画面の
走査位置に応じて減少させることができる映像表示装置
及び映像視聴システムを提供する。
【解決手段】液晶駆動部２は、左目用映像信号又は右目
用映像信号によって定まる目標輝度に向けて輝度を高め
るように液晶パネル３１を駆動する場合に記目標輝度以
上の輝度に応じた駆動量で液晶パネル３１を駆動し、目
標輝度に向けて輝度を抑えるように液晶パネル３１を駆
動する場合には目標輝度以下の輝度に応じた駆動量で液
晶パネル３１を駆動するオーバードライブ処理を行い、
オーバードライブ処理において、同じ目標輝度に対する
駆動量は、液晶パネル３１の表示画面の走査位置によっ
て異なる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左目用映像信号に基づく左目用映像と右目用映像信号に基づく右目用映像とを表示する
映像表示部と、
　前記左目用映像信号又は前記右目用映像信号に基づく駆動量で書き込み走査を行って前
記映像表示部を駆動する駆動部と、を備え、
　前記駆動部は、前記左目用映像信号又は前記右目用映像信号によって定まる目標輝度に
向けて輝度を高めるように前記映像表示部を駆動する場合には前記目標輝度以上の輝度に
応じた駆動量で前記映像表示部を駆動し、前記目標輝度に向けて輝度を抑えるように前記
映像表示部を駆動する場合には前記目標輝度以下の輝度に応じた駆動量で前記映像表示部
を駆動するオーバードライブ処理を行い、
　前記オーバードライブ処理において、同じ目標輝度に対する前記駆動量は、前記映像表
示部の表示画面の走査位置によって異なる、
　映像表示装置。
【請求項２】
　前記駆動部は、前記目標輝度に対応する駆動量と、前記オーバードライブ処理を行った
駆動量との差が、前記映像表示部の垂直方向の走査開始位置よりも、前記走査開始位置か
ら遅れて走査される走査位置の方が大きくなるように、前記オーバードライブ処理を行う
、
　請求項１記載の映像表示装置。
【請求項３】
　前記映像表示部は、左目用映像信号と右目用映像信号とに応じて背面から入射する光を
変調して、前記左目用映像信号に基づく左目用映像と前記右目用映像信号に基づく右目用
映像とを表示する液晶パネル部と、前記液晶パネル部の背面に光を照射するバックライト
と、を有し、
　前記駆動部は、前記左目用映像信号及び前記右目用映像信号の各々に基づく駆動量で透
過率を制御するように前記液晶パネル部を駆動し、
　前記オーバードライブ処理は、前記目標輝度に向けて透過率を高めるように前記液晶パ
ネル部を駆動する場合には前記目標輝度に必要な透過率以上の透過率に応じた駆動量で前
記液晶パネル部を駆動し、前記目標輝度に向けて透過率を抑えるように前記液晶パネル部
を駆動する場合には前記目標輝度に必要な透過率以下の透過率に応じた駆動量で前記液晶
パネル部を駆動する、
　請求項１又は２記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記バックライトは、前記表示画面の垂直方向に分割された各領域を照明し、
　前記駆動部は、前記バックライトによって照明される各領域内で前記オーバードライブ
処理における前記駆動量を変化させる、
　請求項３記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記駆動部は、前記目標輝度に対応する駆動量と、オーバードライブ処理を行った駆動
量との差が、前記領域の各々において前記液晶パネル部の垂直方向の走査開始位置よりも
、前記走査開始位置から遅れて走査される走査位置の方が大きくなるように、前記オーバ
ードライブ処理を行う、
　請求項４記載の映像表示装置。
【請求項６】
　前記左目用映像信号と前記右目用映像信号とに基づき、右目及び左目に交互に光を透過
させるメガネ装置の、右目及び左目への光の透過を切り替えるメガネ制御信号を生成する
メガネ制御部をさらに備え、
　前記駆動部は、前記メガネ制御部によって生成された前記メガネ制御信号に対する前記
メガネ装置の光の切り替えタイミングに応じて前記オーバードライブ処理において駆動す
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る駆動量を変化させる、
　請求項１～５のいずれかに記載の映像表示装置。
【請求項７】
　前記請求項１～６のいずれかに記載の映像表示装置と、
　視聴者の左目へ到達する光の量を調整する左目用シャッタと、視聴者の右目へ到達する
光の量を調整する右目用シャッタとを含むメガネ装置とを備える、
　映像視聴システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を立体的に知覚させるための映像を表示する映像表示装置及び該表示装
置が表示する映像を視聴するための映像視聴システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、立体映像を得るための立体表示装置としては、視差を有する左目用映像及び右目
用映像を所定周期（例えば、フィールド周期）で交互にディスプレイに供給し、これらの
映像を、所定周期に同期して駆動される液晶シャッタを備える立体映像観察用のメガネ装
置で観察する立体表示装置がある（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）。
【０００３】
　図９は、従来の立体表示システムの構成を示すブロック図である。図９に示す立体表示
システム３００は、立体表示装置３０１とメガネ装置３０２とを備える。立体表示装置３
０１は、立体映像処理部１０１、液晶駆動部１０２、液晶パネル１０３、バックライト１
０４、左目用シャッタ制御回路１０５Ｌ、右目用シャッタ制御回路１０５Ｒ及びバックラ
イト制御部１０６を備える。
【０００４】
　立体映像処理部１０１には、６０Ｈｚ周期の左目用映像信号及び右目用映像信号が入力
される。立体映像処理部１０１は、６０Ｈｚ周期の左目用映像信号及び右目用映像信号を
１２０Ｈｚ周期の左右映像信号に変換して液晶駆動部１０２及びバックライト制御部１０
６へ出力する。
【０００５】
　液晶駆動部１０２は、立体映像処理部１０１からの１２０Ｈｚ周期の左右映像信号を、
液晶パネル１０３で表示可能な形式に変換して液晶パネル１０３へ出力する。バックライ
ト制御部１０６は、立体映像処理部１０１からの１２０Ｈｚ周期の左右映像信号に基づい
て、バックライト１０４の発光を制御するための発光制御信号を生成してバックライト１
０４へ出力する。
【０００６】
　バックライト１０４は、バックライト制御部１０６からの発光制御信号に基づいて、液
晶パネル１０３に対し背面から光を照射する。液晶パネル１０３は、１２０Ｈｚ周期で左
目用映像及び右目用映像を交互に表示する。
【０００７】
　一方、メガネ装置３０２は、左目用メガネシャッタ３０２Ｌ及び右目用メガネシャッタ
３０２Ｒを備える。左目用シャッタ制御回路１０５Ｌは、立体映像処理部１０１からの１
２０Ｈｚ周期の左右映像信号に同期して、左目用メガネシャッタ３０２Ｌの開閉を制御す
る。右目用シャッタ制御回路１０５Ｒは、立体映像処理部１０１からの１２０Ｈｚ周期の
左右映像信号に同期して、右目用メガネシャッタ３０２Ｒの開閉を制御する。
【０００８】
　図１０は、従来の立体表示装置における制御タイミングチャートを示す図である。図１
０に示す制御タイミングチャートは、液晶パネル１０３における左目用映像信号及び右目
用映像信号の書込タイミング、書き込まれる映像信号の種類、バックライト１０４の発光
タイミング、及び右目用メガネシャッタ３０２Ｒ及び左目用メガネシャッタ３０２Ｌの開
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閉タイミングを表している。
【０００９】
　図１０に示すように、液晶パネル１０３に右目用映像信号及び左目用映像信号が順次書
き込まれる。バックライト制御部１０６は、常時点灯するようにバックライト１０４を制
御する。
【００１０】
　また、右目用シャッタ制御回路１０５Ｒは、液晶パネル１０３への右目用映像信号の書
き込み走査後に、シャッタの開期間が映像期間の１／４になるように右目用メガネシャッ
タ３０２Ｒの開閉を制御する。左目用シャッタ制御回路１０５Ｌは、液晶パネル１０３へ
の左目用映像信号の書き込み走査後に、シャッタの開期間が映像期間の１／４になるよう
に左目用メガネシャッタ３０２Ｌの開閉を制御する。左目用メガネシャッタ３０２Ｌ及び
右目用メガネシャッタ３０２Ｒを通した左目用映像及び右目用映像は人の左右の目にそれ
ぞれ入力され、結果として人の脳で視覚的な立体像が生成される。
【００１１】
　図１１は、従来の立体表示装置において発生するクロストークについて説明するための
図である。なお、図１１は、画面中央部のある画素において右目用映像が白色映像であり
、左目用映像が黒色映像である映像信号が書き込まれる際のタイミングチャートを表して
いる。
【００１２】
　図１１に示すタイミングチャートでは、入力映像信号の輝度、液晶パネル１０３に出力
される液晶駆動信号２０１、液晶パネル１０３の輝度応答２０２、右目用メガネシャッタ
３０２Ｒ及び左目用メガネシャッタ３０２Ｌの開閉タイミング、オーバードライブ処理時
に液晶パネル１０３に出力される液晶駆動信号２０３、及びオーバードライブ処理時にお
ける液晶パネル１０３で表示される画像の輝度応答２０４を表している。
【００１３】
　図１１に示すように、液晶パネル１０３には、右目用映像として輝度レベル２３５の白
信号（最大輝度レベルは２５５）と、左目用映像として輝度レベル２０の黒信号（最低輝
度レベルは０）とが交互に繰り返される矩形状の液晶駆動信号２０１が出力される。これ
に対し、液晶パネル１０３で表示される画像の輝度応答は、左目用映像信号の書き込み開
始時刻から左目用映像信号の書き込み終了時刻までに目標輝度レベル２３５に向かって徐
々に増加し、次に左目用映像信号の書き込み終了時刻（右目用映像信号の書き込み開始時
刻）から右目用映像信号の書き込み終了時刻までに目標輝度レベル２０に向かって徐々に
減少する。
【００１４】
　このとき、右目用メガネシャッタ３０２Ｒの開期間において、輝度応答２０２が液晶駆
動信号２０１（目標輝度）に到達していない、すなわち液晶パネル１０３の輝度が右目用
映像に変わりきっていない状態であり、言い換えると一つ前の左目用映像が残っている状
態となっている。このような現象はクロストークと呼ばれ、このクロストークが発生する
ことにより、立体映像の品質が著しく劣化する。また、左目用メガネシャッタ３０２Ｌの
開期間においても同様に、輝度応答２０２が液晶駆動信号２０１（目標輝度）に到達して
おらず、クロストークが発生する。このクロストークの発生は、液晶パネル１０３の応答
速度に起因している。液晶パネル１０３に印加される駆動電圧に対する液晶パネル１０３
の応答速度が遅いため、メガネシャッタの開期間内に駆動電圧が目標電圧に到達すること
ができず、クロストークが発生する。また、クロストークの度合いを示すクロストーク量
は、メガネ開期間における液晶駆動信号２０１から輝度応答２０２を差し引いた部分の面
積に相当し、図１１中にハッチングで示している。
【００１５】
　図１２は、従来における画面垂直方向位置とクロストーク量との関係を示す図である。
図１２に示すように、クロストーク量は、画面上部から画面下部に向かって増加している
。液晶パネル１０３に駆動電圧を印加するには、一定時間が必要であり、駆動電圧は、ラ
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イン毎に画面上部から画面下部に向かって順に印加される。そのため、液晶応答波形の位
相は、画面上部から画面下部に向かって遅れていく。また、液晶パネル１０３で表示され
る画像の輝度の応答は、映像信号を書き込んでから時間が経つほど目標輝度に近くなる。
したがって、画面下部におけるクロストーク量は、画面上部のクロストーク量よりも多く
なり、クロストーク量は、画面上部から画面下部に向かって増加する。
【００１６】
　クロストークの発生を防止するため、液晶パネル１０３に目標電圧より高い駆動電圧を
印加するオーバードライブ処理を行うことにより、液晶パネル１０３の応答速度を速くす
ることが可能である。
【００１７】
　液晶駆動部１０２は、液晶パネル１０３に目標電圧より高い駆動電圧を印加するオーバ
ードライブ処理を行う。これにより、液晶パネル１０３の応答速度が速くなり、クロスト
ークが減少する。図１１では、液晶パネル１０３に目標電圧より高い駆動電圧を印加する
ような液晶駆動信号２０３が出力されている。その結果、右目用メガネシャッタ３０２Ｒ
の開期間において、輝度応答２０４が液晶駆動信号２０３（目標輝度）にほぼ到達してお
り、クロストークが減少している。また、左目用メガネシャッタ３０２Ｌの開期間におい
て、輝度応答２０４が液晶駆動信号２０３（目標輝度）にほぼ到達しており、クロストー
クが減少している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１８】
【特許文献１】特開昭６２－１３３８９１号公報
【特許文献２】特開２００９－２５４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　しかしながら、従来の立体表示装置では、画面垂直方向の位置に関係なく一定の駆動電
圧でオーバードライブ処理が行われている。図１３は、従来のオーバードライブ処理時に
おける画面垂直方向位置とクロストーク量との関係を示す図である。図１３において、破
線は、通常発生するクロストーク量を示し、実線は、従来のオーバードライブ処理時に発
生するクロストーク量を示している。
【００２０】
　図１３に示すように、オーバードライブ処理が行われることにより、クロストーク量は
全体的に減少している。しかしながら、一定の駆動電圧でオーバードライブ処理が行われ
ているので、クロストーク量は、オーバードライブ処理後も画面上部から画面下部に向か
って増加しており、画面下部のクロストーク量が画面上部のクロストーク量よりも多くな
っている。そのため、従来のオーバードライブ処理では、表示画面の垂直方向に発生する
クロストークを表示画面の垂直方向の位置に応じて減少させることが困難であり、特に、
画面下部において発生するクロストークを十分に除去することが困難であった。
【００２１】
　本発明は、上記の問題を解決するためになされたもので、表示画面に発生するクロスト
ークを表示画面の走査位置に応じて減少させることができる映像表示装置及び映像視聴シ
ステムを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明に係る映像表示装置は、左目用映像信号に基づく左目用映像と右目用映像信号に
基づく右目用映像とを表示する映像表示部と、前記左目用映像信号又は前記右目用映像信
号に基づく駆動量で書き込み走査を行って前記映像表示部を駆動する駆動部と、を備え、
前記駆動部は、前記左目用映像信号又は前記右目用映像信号によって定まる目標輝度に向
けて輝度を高めるように前記映像表示部を駆動する場合には前記目標輝度以上の輝度に応
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じた駆動量で前記映像表示部を駆動し、前記目標輝度に向けて輝度を抑えるように前記映
像表示部を駆動する場合には前記目標輝度以下の輝度に応じた駆動量で前記映像表示部を
駆動するオーバードライブ処理を行い、前記オーバードライブ処理において、同じ目標輝
度に対する前記駆動量は、前記映像表示部の表示画面の走査位置によって異なる。
【００２３】
　この構成によれば、映像表示部によって、左目用映像信号に基づく左目用映像と右目用
映像信号に基づく右目用映像とが表示され、駆動部によって、左目用映像信号又は右目用
映像信号に基づく駆動量で書き込み走査を行って映像表示部が駆動される。そして、左目
用映像信号又は右目用映像信号によって定まる目標輝度に向けて輝度を高めるように映像
表示部を駆動する場合には目標輝度以上の輝度に応じた駆動量で映像表示部を駆動し、目
標輝度に向けて輝度を抑えるように映像表示部を駆動する場合には目標輝度以下の輝度に
応じた駆動量で映像表示部を駆動するオーバードライブ処理が行われる。このとき、オー
バードライブ処理において、同じ目標輝度に対する駆動量は、映像表示部の表示画面の走
査位置によって異なる。
【００２４】
　したがって、左目用映像信号又は右目用映像信号によって定まる目標輝度に向けて輝度
を高めるように映像表示部を駆動する場合には目標輝度以上の輝度に応じた駆動量で映像
表示部を駆動し、目標輝度に向けて輝度を抑えるように映像表示部を駆動する場合には目
標輝度以下の輝度に応じた駆動量で映像表示部を駆動するオーバードライブ処理を行う際
に、オーバードライブ処理において、同じ目標輝度に対する駆動量が、映像表示部の表示
画面の走査位置によって異なるので、映像表示部に表示される左目用映像及び右目用映像
の輝度を目標輝度に到達させることができ、表示画面に発生するクロストークを表示画面
の走査位置に応じて減少させることができる。
【００２５】
　また、上記の映像表示装置において、前記駆動部は、前記目標輝度に対応する駆動量と
、前記オーバードライブ処理を行った駆動量との差が、前記映像表示部の垂直方向の走査
開始位置よりも、前記走査開始位置から遅れて走査される走査位置の方が大きくなるよう
に、前記オーバードライブ処理を行うことが好ましい。
【００２６】
　この構成によれば、目標輝度に対応する駆動量と、オーバードライブ処理を行った駆動
量との差が、映像表示部の垂直方向の走査開始位置よりも、走査開始位置から遅れて走査
される走査位置の方が大きくなるように、オーバードライブ処理が行われる。
【００２７】
　したがって、走査開始位置から遅れて走査される走査位置で発生するクロストークを、
走査開始位置で発生するクロストークよりも減少させることができる。
【００２８】
　また、上記の映像表示装置において、前記映像表示部は、左目用映像信号と右目用映像
信号とに応じて背面から入射する光を変調して、前記左目用映像信号に基づく左目用映像
と前記右目用映像信号に基づく右目用映像とを表示する液晶パネル部と、前記液晶パネル
部の背面に光を照射するバックライトと、を有し、前記駆動部は、前記左目用映像信号及
び前記右目用映像信号の各々に基づく駆動量で透過率を制御するように前記液晶パネル部
を駆動し、前記オーバードライブ処理は、前記目標輝度に向けて透過率を高めるように前
記液晶パネル部を駆動する場合には前記目標輝度に必要な透過率以上の透過率に応じた駆
動量で前記液晶パネル部を駆動し、前記目標輝度に向けて透過率を抑えるように前記液晶
パネル部を駆動する場合には前記目標輝度に必要な透過率以下の透過率に応じた駆動量で
前記液晶パネル部を駆動することが好ましい。
【００２９】
　この構成によれば、左目用映像信号及び右目用映像信号の各々に基づく駆動量で透過率
を制御するように液晶パネル部が駆動される。そして、オーバードライブ処理において、
目標輝度に向けて透過率を高めるように液晶パネル部を駆動する場合には目標輝度に必要
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な透過率以上の透過率に応じた駆動量で液晶パネル部が駆動され、目標輝度に向けて透過
率を抑えるように液晶パネル部を駆動する場合には目標輝度に必要な透過率以下の透過率
に応じた駆動量で液晶パネル部が駆動される。
【００３０】
　したがって、目標輝度に向けて透過率を高めるように液晶パネル部を駆動する場合には
目標輝度に必要な透過率以上の透過率に応じた駆動量で液晶パネル部が駆動され、目標輝
度に向けて透過率を抑えるように液晶パネル部を駆動する場合には目標輝度に必要な透過
率以下の透過率に応じた駆動量で液晶パネル部が駆動されるので、映像表示部に表示され
る左目用映像及び右目用映像の輝度を目標輝度に到達させることができ、表示画面に発生
するクロストークを表示画面の走査位置に応じて減少させることができる。
【００３１】
　また、上記の映像表示装置において、前記バックライトは、前記表示画面の垂直方向に
分割された各領域を照明し、前記駆動部は、前記バックライトによって照明される各領域
内で前記オーバードライブ処理における前記駆動量を変化させることが好ましい。
【００３２】
　この構成によれば、バックライトによって、表示画面の垂直方向に分割された各領域が
照明され、駆動部によって、バックライトにより照明される各領域内でオーバードライブ
処理における駆動量が変化される。
【００３３】
　したがって、表示画面の垂直方向に分割された各領域内でオーバードライブ処理におけ
る駆動量が変化されるので、表示画面の垂直方向に発生するクロストークを表示画面の垂
直方向の走査位置に応じて減少させることができる。
【００３４】
　また、上記の映像表示装置において、前記駆動部は、前記目標輝度に対応する駆動量と
、オーバードライブ処理を行った駆動量との差が、前記領域の各々において前記液晶パネ
ル部の垂直方向の走査開始位置よりも、前記走査開始位置から遅れて走査される走査位置
の方が大きくなるように、前記オーバードライブ処理を行うことが好ましい。
【００３５】
　この構成によれば、駆動部によって、目標輝度に対応する駆動量と、オーバードライブ
処理を行った駆動量との差が、領域の各々において液晶パネル部の垂直方向の走査開始位
置よりも、走査開始位置から遅れて走査される走査位置の方が大きくなるように、オーバ
ードライブ処理が行われる。
【００３６】
　したがって、表示画面の垂直方向に分割された各領域において、走査開始位置から遅れ
て走査される走査位置で発生するクロストークを、走査開始位置で発生するクロストーク
よりも減少させることができる。
【００３７】
　また、上記の映像表示装置において、前記左目用映像信号と前記右目用映像信号とに基
づき、右目及び左目に交互に光を透過させるメガネ装置の、右目及び左目への光の透過を
切り替えるメガネ制御信号を生成するメガネ制御部をさらに備え、前記駆動部は、前記メ
ガネ制御部によって生成された前記メガネ制御信号に対する前記メガネ装置の光の切り替
えタイミングに応じて前記オーバードライブ処理において駆動する駆動量を変化させるこ
とが好ましい。
【００３８】
　この構成によれば、メガネ制御部によって、左目用映像信号と右目用映像信号とに基づ
き、右目及び左目に交互に光を透過させるメガネ装置の、右目及び左目への光の透過を切
り替えるメガネ制御信号が生成される。そして、駆動部によって、メガネ制御信号に対す
るメガネ装置の光の切り替えタイミングに応じてオーバードライブ処理において駆動する
駆動量が変化される。
【００３９】
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　したがって、メガネ装置の光の切り替えタイミングに応じてオーバードライブ処理にお
いて駆動する駆動量が変化されるので、左目又は右目に光を透過させる期間中に映像表示
部の輝度を目標輝度に到達させることにより、クロストークを減少させることができる。
【００４０】
　本発明に係る映像視聴システムは、上記のいずれかに記載の映像表示装置と、視聴者の
左目へ到達する光の量を調整する左目用シャッタと、視聴者の右目へ到達する光の量を調
整する右目用シャッタとを含むメガネ装置とを備える。
【００４１】
　この構成によれば、映像表示部によって、左目用映像信号に基づく左目用映像と右目用
映像信号に基づく右目用映像とが表示され、駆動部によって、左目用映像信号又は右目用
映像信号に基づく駆動量で書き込み走査を行って映像表示部が駆動される。そして、左目
用映像信号又は右目用映像信号によって定まる目標輝度に向けて輝度を高めるように映像
表示部を駆動する場合には目標輝度以上の輝度に応じた駆動量で映像表示部を駆動し、目
標輝度に向けて輝度を抑えるように映像表示部を駆動する場合には目標輝度以下の輝度に
応じた駆動量で映像表示部を駆動するオーバードライブ処理が行われる。このとき、オー
バードライブ処理において、同じ目標輝度に対する駆動量は、映像表示部の表示画面の走
査位置によって異なる。
【００４２】
　したがって、左目用映像信号又は右目用映像信号によって定まる目標輝度に向けて輝度
を高めるように映像表示部を駆動する場合には目標輝度以上の輝度に応じた駆動量で映像
表示部を駆動し、目標輝度に向けて輝度を抑えるように映像表示部を駆動する場合には目
標輝度以下の輝度に応じた駆動量で映像表示部を駆動するオーバードライブ処理を行う際
に、オーバードライブ処理において、同じ目標輝度に対する駆動量が、映像表示部の表示
画面の走査位置によって異なるので、映像表示部に表示される左目用映像及び右目用映像
の輝度を目標輝度に到達させることができ、表示画面に発生するクロストークを表示画面
の走査位置に応じて減少させることができる。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明によれば、左目用映像信号又は右目用映像信号によって定まる目標輝度に向けて
輝度を高めるように映像表示部を駆動する場合には目標輝度以上の輝度に応じた駆動量で
映像表示部を駆動し、目標輝度に向けて輝度を抑えるように映像表示部を駆動する場合に
は目標輝度以下の輝度に応じた駆動量で映像表示部を駆動するオーバードライブ処理を行
う際に、オーバードライブ処理において、同じ目標輝度に対する駆動量が、映像表示部の
表示画面の走査位置によって異なるので、映像表示部に表示される左目用映像及び右目用
映像の輝度を目標輝度に到達させることができ、表示画面に発生するクロストークを表示
画面の走査位置に応じて減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施の形態１に係る立体表示システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本実施の形態１の立体表示システムにおける制御タイミングチャートを示す図で
ある。
【図３】本実施の形態１の立体表示装置におけるオーバードライブ処理について説明する
ための図である。
【図４】本実施の形態１におけるオーバードライブ処理の他の例について説明するための
図である。
【図５】本実施の形態１のオーバードライブ処理時における画面垂直方向位置とクロスト
ーク量との関係を示す図である。
【図６】本実施の形態２の立体表示システムにおける制御タイミングチャートを示す図で
ある。
【図７】本実施の形態２の立体表示装置におけるオーバードライブ処理について説明する
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ための図である。
【図８】本実施の形態２のオーバードライブ処理時における画面垂直方向位置とクロスト
ーク量との関係を示す図である。
【図９】従来の立体表示システムの構成を示すブロック図である。
【図１０】従来の立体表示装置における制御タイミングチャートを示す図である。
【図１１】従来の立体表示装置において発生するクロストークについて説明するための図
である。
【図１２】従来における画面垂直方向位置とクロストーク量との関係を示す図である。
【図１３】従来のオーバードライブ処理時における画面垂直方向位置とクロストーク量と
の関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　以下添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。尚、以下の実施
の形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範囲を限定する性格のもの
ではない。
【００４６】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る立体表示システムの構成を示すブロック図である
。図１に示す立体表示システム１００は、立体表示装置１０とメガネ装置５とを備える。
メガネ装置５は、視聴者の左目へ到達する光の量を調整する左目用メガネシャッタ５Ｌと
、視聴者の右目へ到達する光の量を調整する右目用メガネシャッタ５Ｒとを含む。立体表
示装置１０は、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒの開閉状態を左
目用映像及び右目用映像に合わせて制御する。
【００４７】
　立体表示装置１０は、立体映像処理部１、液晶駆動部２、液晶パネル３１、バックライ
ト３２、メガネ制御部４及びバックライト制御部６を備える。
【００４８】
　立体映像処理部１には、基本となる垂直同期周波数を有する左目用映像信号及び右目用
映像信号が入力される。立体映像処理部１は、入力された左目用映像信号及び右目用映像
信号を、基本となる垂直同期周波数のＮ倍（Ｎは１以上の正の整数）の周波数で、左目用
映像信号と右目用映像信号とが交互に並べられた左右映像信号に変換して出力する。本実
施の形態では、立体映像処理部１は、入力された６０Ｈｚ周期の左目用映像信号及び右目
用映像信号を、１２０Ｈｚ周期の左右映像信号（左目用映像信号及び右目用映像信号）に
変換して、液晶駆動部２、メガネ制御部４及びバックライト制御部６にそれぞれ出力する
。なお、立体映像処理部１は、必要に応じて左目用映像信号及び右目用映像信号の全てを
出力しなくてもよい。例えば、立体映像処理部１は、メガネ制御部４に、１２０Ｈｚ周期
の同期信号のみを出力してもよい。
【００４９】
　液晶駆動部２は、左目用映像信号又は右目用映像信号に基づく駆動量で書き込み走査を
行って液晶パネル３１を駆動する。液晶駆動部２は、１２０Ｈｚ周期の左右映像信号を、
液晶パネル３１で表示可能な形式に変換する。液晶駆動部２は、変換した左右映像信号を
液晶パネル３１へ出力する。
【００５０】
　液晶駆動部２は、１フィールド期間内の左目用映像信号を書き込む期間及び１フィール
ド期間内の右目用映像信号を書き込む期間のそれぞれにおいて、目標輝度に向けて輝度を
高めるように液晶パネル３１を駆動する場合には目標輝度以上の輝度に応じた駆動量（印
加電圧）で液晶パネル３１を駆動し、目標輝度に向けて輝度を抑えるように液晶パネル３
１を駆動する場合には目標輝度以下の輝度に応じた駆動量で液晶パネル３１を駆動するオ
ーバードライブ処理を行う。この際に、オーバードライブ処理において、同じ目標輝度に
対する駆動量は、液晶パネル３１の表示画面の走査位置によって異なる。液晶駆動部２は
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、液晶パネル３１の表示画面の垂直方向の位置に応じて異なる駆動電圧を液晶パネル３１
に印加する。
【００５１】
　液晶パネル３１は、入力された左目用映像信号と右目用映像信号とに応じて背面から入
射する光を変調し、左目用映像信号に基づく左目用映像と右目用映像信号に基づく右目用
映像とを順次表示する。液晶パネル３１は、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉ
ｎｇ）方式や、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔ
ｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式などの様々な駆動方式のものを適用することができる。また
、液晶パネル３１及びバックライト３２は、映像表示部の一例であり、映像表示部として
有機ＥＬパネルを用いてもよい。
【００５２】
　バックライト３２は、液晶パネル３１に背面から光を照射する。バックライト３２は、
二次元配列された複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いて面発光する。なお、バックラ
イト３２は、複数の蛍光管を並べて配置することで面発光するものであってもよい。また
、バックライト３２は、端部に発光ダイオード又は蛍光管を配置したエッジタイプであっ
てもよく、本実施の形態に限られるものではない。
【００５３】
　バックライト３２は、バックライト制御部６から出力される発光制御信号に基づき発光
される。なお、本実施の形態１において、バックライト３２は、常時点灯される。
【００５４】
　メガネ制御部４は、メガネ装置５の左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッ
タ５Ｒの開閉状態を左目用映像信号と右目用映像信号との表示周期に応じた開閉周期で制
御する。メガネ制御部４は、左目用映像信号と右目用映像信号とに基づき、右目及び左目
に交互に光を透過させるメガネ装置５の、右目及び左目への光の透過を切り替えるメガネ
制御信号を生成する。本実施の形態においては、左目用映像信号及び右目用映像信号の表
示周期は１２０Ｈｚであるので、メガネ制御部４は、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目
用メガネシャッタ５Ｒのそれぞれの開閉周期を６０Ｈｚで制御する。メガネ制御部４は、
左目用シャッタ制御回路４Ｌ及び右目用シャッタ制御回路４Ｒを有している。
【００５５】
　左目用シャッタ制御回路４Ｌ及び右目用シャッタ制御回路４Ｒは、左右映像信号の１２
０Ｈｚの同期信号を基準としてシャッタ開期間の位相を決定する。左目用シャッタ制御回
路４Ｌは、左右映像信号に同期して、左目への光の透過を制御するための左目用メガネ制
御信号を生成する。また、右目用シャッタ制御回路４Ｒは、左右映像信号に同期して、右
目への光の透過を制御するための右目用メガネ制御信号を生成する。左目用シャッタ制御
回路４Ｌ及び右目用シャッタ制御回路４Ｒの出力信号により、左目用メガネシャッタ５Ｌ
及び右目用メガネシャッタ５Ｒの開閉状態が制御される。
【００５６】
　メガネ制御部４は、液晶パネル３１の応答特性及び左目用映像と右目用映像との映像間
のクロストークを考慮して、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒの
開期間のパルス幅及びシャッタ開閉位置（シャッタ開期間の位相）を設定する。本実施の
形態においては、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒのパルス幅は
、６０Ｈｚ周期の映像信号の一周期期間（１６．７ｍｓｅｃ）の２５％（デューティ２５
％）であり、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒの閉位置は、左右
それぞれの映像信号走査期間の終端の位置としている。これらのシャッタ開閉位置は、左
目用シャッタ制御回路４Ｌ及び右目用シャッタ制御回路４Ｒによって制御される。
【００５７】
　バックライト制御部６は、バックライト３２を常時発光させる発光制御信号を出力する
。なお、バックライト制御部６は、立体映像処理部１からの１２０Ｈｚの同期信号に基づ
き動作し、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒの開閉位置に同期し
てバックライト３２を発光させる発光制御信号を出力してもよい。
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【００５８】
　なお、本実施の形態１において、立体表示システム１００が映像視聴システムの一例に
相当し、立体表示装置１０が映像表示装置の一例に相当し、メガネ装置５がメガネ装置の
一例に相当し、液晶パネル３１及びバックライト３２が映像表示部の一例に相当し、液晶
駆動部２が駆動部の一例に相当し、メガネ制御部４がメガネ制御部の一例に相当する。
【００５９】
　図２は、本実施の形態１の立体表示システムにおける制御タイミングチャートを示す図
である。図２に示す制御タイミングチャートは、液晶パネル３１における左目用映像信号
及び右目用映像信号の書込タイミング、書き込まれる映像信号の種類、バックライト３２
の発光タイミング、及び右目用メガネシャッタ５Ｒ及び左目用メガネシャッタ５Ｌの開閉
タイミングを表している。
【００６０】
　ここで、書込タイミングに示すように、液晶パネル３１に対しては、画面上部から下部
に右目用映像信号又は左目用映像信号が順次書き込まれる。本実施の形態の場合、１フィ
ールド（６０Ｈｚ＝１６．７ｍｓｅｃ）の期間の約４分の１の時間で書き込みを完了して
いる。バックライト制御部６は、常時点灯するようにバックライト３２を制御する。
【００６１】
　また、右目用シャッタ制御回路４Ｒは、液晶パネル３１への右目用映像信号の書き込み
走査後に、シャッタの開期間が映像期間の１／４になるように右目用メガネシャッタ５Ｒ
の開閉を制御する。左目用シャッタ制御回路４Ｌは、液晶パネル３１への左目用映像信号
の書き込み走査後に、シャッタの開期間が映像期間の１／４になるように左目用メガネシ
ャッタ５Ｌの開閉を制御する。左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒ
を通した左目用映像及び右目用映像は人の左右の目にそれぞれ入力され、結果として人の
脳で視覚的な立体像が生成される。
【００６２】
　図３は、本実施の形態１の立体表示装置におけるオーバードライブ処理について説明す
るための図である。
【００６３】
　図３に示すタイミングチャートでは、入力映像信号の輝度、右目用メガネシャッタ５Ｒ
及び左目用メガネシャッタ５Ｌの開閉タイミング、液晶パネル３１の画面上部に出力され
る液晶駆動信号ＳＧ１、液晶パネル３１の画面上部の輝度応答ＬＭ１、液晶パネル３１の
画面中央部に出力される液晶駆動信号ＳＧ２、液晶パネル３１の画面中央部の輝度応答Ｌ
Ｍ２、液晶パネル３１の画面下部に出力される液晶駆動信号ＳＧ３、及び液晶パネル３１
の画面下部の輝度応答ＬＭ３を表している。なお、輝度応答とは、バックライト３２から
の光が一定の場合における液晶パネル３１の透過率の応答と等価である。
【００６４】
　立体映像処理部１は、輝度が２３５である右目用映像信号を出力するとともに、輝度が
２０である左目用映像信号を出力する。右目用映像信号及び左目用映像信号は、液晶駆動
部２に入力される。
【００６５】
　液晶駆動部２は、左目用映像信号及び右目用映像信号の各々に基づく駆動量で透過率を
制御するように液晶パネル３１を駆動する。液晶駆動部２は、１フィールド期間内の左目
用映像信号を書き込む期間及び１フィールド期間内の右目用映像信号を書き込む期間のそ
れぞれにおいて、目標輝度に向けて液晶パネル３１の透過率を高めるように駆動する場合
には目標輝度以上の輝度に必要な透過率に応じた駆動量（印加電圧）で液晶パネル３１を
駆動し、目標輝度に向けて液晶パネル３１の透過率を抑えるように駆動する場合には目標
輝度以下の輝度に必要な透過率に応じた駆動量で液晶パネル３１を駆動するオーバードラ
イブ処理を行う。また、液晶駆動部２は、オーバードライブ処理を行う際に、同じ目標輝
度であっても、液晶パネル３１の表示画面の垂直方向の走査位置に応じて異なる駆動電圧
を液晶パネル３１に印加する。
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【００６６】
　液晶駆動部２は、オーバードライブ処理を行う際に、左目用映像信号又は右目用映像信
号によって定まる目標輝度に対応する印加電圧とオーバードライブ処理した印加電圧との
差が、液晶パネル３１の垂直方向の走査開始位置よりも、走査開始位置から遅れて走査さ
れる走査位置の方が大きくなるように、オーバードライブ処理を行う。すなわち、本実施
の形態においては、液晶駆動部２は、液晶パネル３１の画面上部から画面下部に向かって
、目標輝度に対応する印加電圧とオーバードライブ処理した印加電圧との差を徐々に大き
くする。
【００６７】
　また、液晶駆動部２は、メガネ制御部４によって生成されたメガネ制御信号に対するメ
ガネ装置５の光の切り替えタイミングに応じてオーバードライブ処理において駆動する駆
動量を変化させることが好ましい。
【００６８】
　また、左目用映像信号を書き込む期間及び右目用映像信号を書き込む期間は、左目用映
像信号及び右目用映像信号の書き込みを開始してから完了するまでの第１期間と、第１期
間に続く第２期間とを含む。メガネ制御部４は、第２期間内において左目用メガネシャッ
タ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒが開くようにメガネ装置５を制御する。液晶駆動部
２は、左目用メガネシャッタ５Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒが開く期間中に液晶パネ
ル３１の輝度を目標輝度に到達させる。なお、液晶駆動部２は、左目用メガネシャッタ５
Ｌ及び右目用メガネシャッタ５Ｒが開くまでに液晶パネル３１の輝度を目標輝度に到達さ
せることが好ましい。
【００６９】
　なお、液晶駆動部２は、表示画面の垂直方向の画素毎にオーバードライブ処理において
印加される駆動電圧を設定してもよいが、表示画面を垂直方向に複数の領域に分割し、分
割領域毎にオーバードライブ処理において印加される駆動電圧を設定してもよい。
【００７０】
　図３に示すように、画面上部では、液晶駆動部２は、映像信号に対応する映像を表示す
るための目標電圧（輝度レベル２３５及び輝度レベル２０に相当する電圧）を印加するた
めの液晶駆動信号ＳＧ１を出力する。画面上部では、右目用映像信号の書き込み開始時刻
から右目用メガネシャッタ５Ｒが開く時刻までの間に余裕がある。そのため、液晶駆動部
２は、オーバードライブ処理を行わなくてもよい。
【００７１】
　また、画面中央部では、液晶駆動部２は、目標電圧よりも高い第１の駆動電圧（輝度レ
ベル２４５に相当する電圧）を印加するための液晶駆動信号ＳＧ２を出力する。これによ
り、液晶パネル３１の応答速度が速くなり、クロストークが減少する。図３では、右目用
メガネシャッタ５Ｒの開期間において、輝度応答ＬＭ２が液晶駆動信号ＳＧ２（目標輝度
）に到達しており、クロストークが減少している。また、左目用メガネシャッタ５Ｌの開
期間において、液晶駆動部２は、目標電圧よりも低い第２の駆動電圧（輝度レベル１０に
相当する電圧）を印加するための液晶駆動信号ＳＧ２を出力する。これにより、輝度応答
ＬＭ２が液晶駆動信号ＳＧ２（目標輝度）に到達しており、クロストークが減少している
。
【００７２】
　さらに、画面下部では、液晶駆動部２は、目標電圧よりも高く、かつ第１の駆動電圧よ
りも高い第３の駆動電圧（輝度レベル２５５に相当する電圧）を印加するための液晶駆動
信号ＳＧ３を出力する。これにより、液晶パネル３１の応答速度が速くなり、クロストー
クが減少する。図３では、右目用メガネシャッタ５Ｒの開期間において、輝度応答ＬＭ３
が液晶駆動信号ＳＧ３（目標輝度）に到達しており、クロストークが減少している。また
、左目用メガネシャッタ５Ｌの開期間において、液晶駆動部２は、目標電圧よりも低く、
かつ第２の駆動電圧よりも低い第４の駆動電圧（輝度レベル０に相当する電圧）を印加す
るための液晶駆動信号ＳＧ２を出力する。これにより、輝度応答ＬＭ３が液晶駆動信号Ｓ
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Ｇ３（目標輝度）に到達しており、クロストークが減少している。
【００７３】
　また、例えば、液晶駆動部２は、画面垂直方向の位置と、オーバードライブ処理におけ
る設定駆動電圧の増加量とを対応付けたテーブルを予め記憶している。液晶駆動部２は、
映像信号を書き込む画面垂直方向の位置に対応する設定駆動電圧の増加量をテーブルから
読み出し、読み出した増加量を設定駆動電圧に加算して、オーバードライブ処理を行う。
【００７４】
　なお、液晶駆動部２は、表示画面の最上部、中央部及び最下部のそれぞれと、オーバー
ドライブ処理における設定駆動電圧の増加量とを対応付けたテーブルを予め記憶してもよ
い。この場合、液晶駆動部２は、最上部と中央部との間の位置の設定駆動電圧の増加量と
、中央部と最下部との間の位置の設定駆動電圧の増加量とは、補間することにより算出し
てもよい。
【００７５】
　また、本実施の形態では、液晶駆動部２はテーブルを予め記憶しているが、本発明は特
にこれに限定されず、画面垂直方向の位置が上部から下部に移動するにしたがって増加す
る設定駆動電圧を所定の計算式に基づいて算出してもよい。
【００７６】
　次に、本実施の形態１におけるオーバードライブ処理の他の例について説明する。図４
は、本実施の形態１におけるオーバードライブ処理の他の例について説明するための図で
ある。
【００７７】
　図４に示すタイミングチャートでは、液晶パネル３１における左目用映像信号及び右目
用映像信号の書込タイミング、右目用メガネシャッタ５Ｒ及び左目用メガネシャッタ５Ｌ
の開閉タイミング、液晶パネル３１の画面上部の輝度応答、液晶パネル３１の画面中央部
の輝度応答、及び液晶パネル３１の画面下部の輝度応答を表している。
【００７８】
　図４に示すように、例えば、前フレームの左目用映像信号の輝度が１００であり、現フ
レームの右目用映像信号の輝度が３０であり、画面上部に映像を書き込む場合、液晶駆動
部２は、設定輝度値（設定駆動電圧）を３０としてオーバードライブ処理を行う。これに
より、右目用書込において、液晶パネル３１の輝度は、１００から３０に引き下げられる
。このとき、現フレームの輝度は、目標輝度（目標駆動電圧）である３０に到達している
。画面上部では、右目用映像信号の書き込み開始時刻から右目用メガネシャッタ５Ｒが開
く時刻までの間に余裕がある。そのため、オーバードライブ処理におけるゲイン値（目標
輝度値－設定輝度値）は０でよく、液晶駆動部２は、オーバードライブ処理を行わなくて
もよい。
【００７９】
　また、例えば、前フレームの左目用映像信号の輝度が１００であり、現フレームの右目
用映像信号の輝度が３０であり、画面中央部に右目用映像信号を書き込む場合、液晶駆動
部２は、設定輝度値を１５としてオーバードライブ処理を行う。これにより、右目用書込
において、液晶パネル３１の輝度は、１００から３０に引き下げられる。このとき、現フ
レームの輝度は、目標輝度である３０に到達している。画面中央部では、右目用映像信号
の書き込み開始時刻から右目用メガネシャッタ５Ｒが開く時刻までの間が画面上部よりも
短い。そのため、液晶駆動部２は、オーバードライブ処理を行う必要があり、オーバード
ライブ処理におけるゲイン値（目標輝度値－設定輝度値）は１５に設定される。
【００８０】
　画面中央部において、オーバードライブ処理を行わない場合に発生するクロストーク量
は、オーバードライブ処理を行わない場合の輝度応答（図４の一点鎖線）と輝度値３０と
の間の右目開期間における領域の面積で表され、オーバードライブ処理を行った場合に発
生するクロストーク量は、オーバードライブ処理を行った場合の輝度応答（図４の実線）
と輝度値３０との間の右目開期間における領域の面積で表される。図４に示すように、オ
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ーバードライブ処理を行った場合に発生するクロストーク量は、オーバードライブ処理を
行わない場合に発生するクロストーク量よりも明らかに減少している。
【００８１】
　また、例えば、前フレームの左目用映像信号の輝度が１００であり、現フレームの右目
用映像信号の輝度が３０であり、画面下部に映像を書き込む場合、液晶駆動部２は、設定
輝度値を０としてオーバードライブ処理を行う。これにより、右目用書込において、液晶
パネル３１の輝度は、１００から３０に引き下げられる。このとき、現フレームの輝度は
、目標輝度である３０に到達している。画面下部では、右目用映像信号の書き込み開始時
刻から右目用メガネシャッタ５Ｒが開く時刻までの間が画面中央部よりもさらに短い。そ
のため、液晶駆動部２は、画面中央部よりも高い駆動電圧でオーバードライブ処理を行う
必要があり、オーバードライブ処理におけるゲイン値（目標輝度値－設定輝度値）は３０
に設定される。
【００８２】
　画面下部において、オーバードライブ処理を行わない場合に発生するクロストーク量は
、オーバードライブ処理を行わない場合の輝度応答（図４の一点鎖線）と輝度値３０との
間の右目開期間における領域の面積で表される。また、オーバードライブ処理を行った場
合に発生するクロストーク量は、オーバードライブ処理を行った場合の輝度応答（図４の
実線）と輝度値３０との間の右目開期間における領域の面積で表される。図４に示すよう
に、オーバードライブ処理を行った場合に発生するクロストーク量は、オーバードライブ
処理を行わない場合に発生するクロストーク量よりも明らかに減少している。
【００８３】
　このように、画面垂直方向の位置に応じてオーバードライブ処理において印加される駆
動電圧を変化させることにより、液晶パネル３１の輝度が、目標輝度に到達しないことを
防止することができ、クロストークの発生を抑制することができる。
【００８４】
　図５は、本実施の形態１のオーバードライブ処理時における画面垂直方向位置とクロス
トーク量との関係を示す図である。図５において、破線は、通常発生するクロストーク量
を示し、実線は、本実施の形態１のオーバードライブ処理時に発生するクロストーク量を
示している。
【００８５】
　図５に示すように、オーバードライブ処理が行われることにより、クロストーク量は全
体的に減少している。また、本実施の形態１では、同じ目標輝度値に対して、画面垂直方
向の位置に応じてオーバードライブ処理において印加される駆動電圧を変化させるので、
画面上部のクロストーク量と、画面下部のクロストーク量との差を低減することができる
。従って、表示画面の垂直方向に発生するクロストークを表示画面の垂直方向の位置に応
じて減少させることができる。
【００８６】
　（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２に係る立体表示システムについて説明する。実施の形態２
は、実施の形態１と比べて、バックライト制御部６の動作が異なる。本実施の形態２に係
る立体表示システムの構成要素は、実施の形態１と同じであるので、図１を用いて説明す
る。
【００８７】
　図６は、本実施の形態２の立体表示システムにおける制御タイミングチャートを示す図
である。図６に示す制御タイミングチャートは、液晶パネル３１における左目用映像信号
及び右目用映像信号の書込タイミング、書き込まれる映像信号の種類、バックライト３２
の発光タイミング、及び右目用メガネシャッタ５Ｒ及び左目用メガネシャッタ５Ｌの開閉
タイミングを表している。
【００８８】
　バックライト３２は、１２０Ｈｚ周期の左右映像信号に同期して点灯する。バックライ
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ト３２は、画面上部から画面下部にかけて縦方向に４つの領域（以下、“スキャン層”と
呼ぶ）に分割されており、各スキャン層を個別に点灯する。図６に示すように、画面上部
のスキャン層から順に第１スキャン層Ｌ１、第２スキャン層Ｌ２、第３スキャン層Ｌ３及
び第４スキャン層Ｌ４とする。バックライト制御部６は、バックライト３２の各スキャン
層の発光タイミング及び点灯輝度を個別に制御する。
【００８９】
　なお、本実施の形態２では、バックライト３２を４つのスキャン層に分割しているが、
本発明は特にこれに限定されず、バックライト３２を２つのスキャン層、３つのスキャン
層又は５つ以上のスキャン層に分割してもよい。
【００９０】
　ここで、本実施の形態２におけるバックライト３２の発光について詳しく説明する。図
６に示すように、液晶パネル３１への映像信号の書き込みが画面上部から行われる。液晶
層は、映像信号の書き込みに応じて画面上部の領域から順次応答を開始する。つまり、画
面上部ほど早く右目用映像又は左目用映像に切り替わる。
【００９１】
　バックライト制御部６は、右目用映像信号を書き込むために第１スキャン層Ｌ１に相当
する画面位置の液晶層が反応を完了した時点から、同じ第１スキャン層Ｌ１に相当する画
面位置に左目用映像信号の書き込みが開始されるまでの期間に、バックライト３２の第１
スキャン層Ｌ１を点灯させる。そして、右目用シャッタ制御回路４Ｒは、この第１スキャ
ン層Ｌ１を点灯させる期間に右目用メガネシャッタ５Ｒが開くように制御し、左目用シャ
ッタ制御回路４Ｌは、この第１スキャン層Ｌ１を点灯させる期間に左目用メガネシャッタ
５Ｌが閉じるように制御する。これにより、クロストークのない第１スキャン層Ｌ１の右
目用映像が右目に到達する。
【００９２】
　第２スキャン層Ｌ２、第３スキャン層Ｌ３及び第４スキャン層Ｌ４についても上記と同
様の処理が行われる。つまり、図６に示すように、バックライト制御部６は、液晶パネル
３１への書き込みが各スキャン層に相当する画面位置で完了し各画面位置の液晶層の応答
が完了した時点から、バックライト３２の各スキャン層を点灯する。これにより、各スキ
ャン層に相当する画面位置において、クロストークのない映像を表示できることになる。
この場合、画面全体を一斉に照明する実施の形態１に比べて点灯期間を長くすることが可
能になる。そのため、結果として観察者が見る立体映像の明るさが増すという効果もある
。
【００９３】
　このようにバックライト３２を複数の領域に分割して各領域を順次点灯させる動作はバ
ックライトスキャンと呼ばれる。右目用映像信号の書き込み及びバックライトスキャンと
、左目用映像信号の書き込み及びバックライトスキャンとが順次繰り返されることで、明
るく、かつクロストークが少ない高品位の立体映像を表示することが可能となる。
【００９４】
　なお、このバックライトスキャンでは、図６に示すように右目用メガネシャッタ５Ｒ又
は左目用メガネシャッタ５Ｌは、少なくともバックライトスキャンの開始時点（第１スキ
ャン層Ｌ１の点灯開始時点）から終了時点（第４スキャン層Ｌ４の点灯終了時点）まで開
いておく必要がある。
【００９５】
　ここで、液晶駆動部２は、バックライト３２によって照明される各領域（スキャン層）
内でオーバードライブ処理における駆動量（駆動電圧）を変化させる。液晶駆動部２は、
左目用映像信号又は右目用映像信号によって定まる目標輝度に対応する駆動量（印加され
る駆動電圧）とオーバードライブ処理した駆動量との差が、領域の各々において液晶パネ
ル３１の垂直方向の走査開始位置よりも、走査開始位置から遅れて走査される走査位置の
方が大きくなるように、オーバードライブ処理を行う。本実施の形態においては、液晶駆
動部２は、目標輝度に対応する駆動量とオーバードライブ処理した駆動量との差が、該ス
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キャン層内の垂直方向の上部よりも下部のほうが大きくなるようにオーバードライブ処理
を行う。
【００９６】
　図７は、本実施の形態２の立体表示装置におけるオーバードライブ処理について説明す
るための図である。
【００９７】
　図７に示すタイミングチャートでは、液晶パネル３１における左目用映像信号及び右目
用映像信号の書込タイミング、バックライト３２の発光タイミング、右目用メガネシャッ
タ５Ｒ及び左目用メガネシャッタ５Ｌの開閉タイミング、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２
１に対応する液晶パネル３１の輝度応答、及び第２スキャン層Ｌ２の下部Ｌ２２に対応す
る液晶パネル３１の輝度応答を表している。なお、時刻ｔ１は、右目用映像信号の第２ス
キャン層Ｌ２の上部Ｌ２１に対応する液晶パネル３１への書き込み開始時刻を表しており
、時刻ｔ２は、右目用映像信号の第２スキャン層Ｌ２の下部Ｌ２２に対応する液晶パネル
３１への書き込み開始時刻を表している。
【００９８】
　図７に示すように、例えば、前フレームの左目用映像信号の輝度が１００であり、現フ
レームの右目用映像信号の輝度が３０であり、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２１に対応す
る位置に右目用映像信号を書き込む場合、液晶駆動部２は、設定輝度値を２０としてオー
バードライブ処理を行う。これにより、右目用書込において、液晶パネル３１の輝度は、
１００から３０に引き下げられる。このとき、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２１に対応す
る位置の輝度は、目標輝度である３０に到達しており、オーバードライブ処理におけるゲ
イン値（目標値－設定値）は１０に設定される。
【００９９】
　また、例えば、前フレームの左目用映像信号の輝度が１００であり、現フレームの右目
用映像信号の輝度が３０であり、第２スキャン層Ｌ２の下部Ｌ２２に対応する位置に右目
用映像信号を書き込む場合、液晶駆動部２は、設定輝度値を１０としてオーバードライブ
処理を行う。これにより、右目用書込において、液晶パネル３１の輝度は、１００から３
０に引き下げられる。このとき、第２スキャン層Ｌ２の下部Ｌ２２に対応する位置の輝度
は、目標輝度である３０に到達しており、オーバードライブ処理におけるゲイン値（目標
値－設定値）は２０に設定される。
【０１００】
　第２スキャン層Ｌ２の下部Ｌ２２において、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２１と同じ駆
動電圧でオーバードライブ処理を行った場合に発生するクロストーク量は、第２スキャン
層Ｌ２の上部Ｌ２１と同じ駆動電圧でオーバードライブ処理を行った場合の輝度応答（図
７の一点鎖線）と輝度値３０との間の第２スキャン層Ｌ２の点灯期間における領域の面積
で表される。また、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２１よりも高い駆動電圧でオーバードラ
イブ処理を行った場合に発生するクロストーク量は、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２１よ
りも高い駆動電圧でオーバードライブ処理を行った場合の輝度応答（図７の実線）と輝度
値３０との間の第２スキャン層Ｌ２の点灯期間における領域の面積で表される。図７に示
すように、第２スキャン層Ｌ２の下部Ｌ２２においてオーバードライブ処理を行った場合
に発生するクロストーク量は、第２スキャン層Ｌ２の上部Ｌ２１と同じ駆動電圧でオーバ
ードライブ処理を行った場合に発生するクロストーク量よりも明らかに減少している。
【０１０１】
　このように、バックライト３２によって照明される各スキャン層内でオーバードライブ
処理において印加される駆動電圧を変化させることにより、液晶パネル３１の輝度が、目
標輝度より低下することを防止するとともに、目標輝度に到達しないことを防止すること
ができ、クロストークの発生を抑制することができる。
【０１０２】
　図８は、本実施の形態２のオーバードライブ処理時における画面垂直方向位置とクロス
トーク量との関係を示す図である。図８において、破線は、通常発生するクロストーク量
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を示し、実線は、本実施の形態２のオーバードライブ処理時に発生するクロストーク量を
示している。
【０１０３】
　図８に示すように、オーバードライブ処理が行われることにより、クロストーク量は全
体的に減少している。また、本実施の形態２では、画面垂直方向の位置に応じてオーバー
ドライブ処理において印加される駆動電圧を変化させるので、画面上部のクロストーク量
と、画面下部のクロストーク量とが同じになっており、表示画面の垂直方向に発生するク
ロストークを表示画面の垂直方向の位置に応じて減少させることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　本発明に係る映像表示装置は、表示画面に発生するクロストークを表示画面の走査位置
に応じて減少させることができ、映像を立体的に知覚させるための映像を表示する映像表
示装置及び該表示装置が表示する映像を視聴するための映像視聴システムとして有用であ
る。
【符号の説明】
【０１０５】
　１，１０１　　立体映像処理部
　２，１０２　　液晶駆動部
　４　　メガネ制御部
　４Ｒ，１０５Ｒ　　右目用シャッタ制御回路
　４Ｌ，１０５Ｌ　　左目用シャッタ制御回路
　５，３０２　　メガネ装置
　５Ｒ，３０２Ｒ　　右目用メガネシャッタ
　５Ｌ，３０２Ｌ　　左目用メガネシャッタ
　６，１０６　　バックライト制御部
　１０，３０１　　立体表示装置
　３１，１０３　　液晶パネル
　３２，１０４　　バックライト
　１００，３００　　立体表示システム
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